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食卓では食べる直前にわさびとしょ
うゆをあわせると良いでしょう。か
つお節や小えびの旨みで十分に美味
しくいただけますので、しょうゆの
入れ過ぎには注意しましょう。

ホタテ稚貝放流作業の様
子（富武士漁港）

　ひじきは水に戻してから、しっかり
と水けをしぼります。

　長ねぎは斜め薄切りにして、水にさ
らしてから水けをしっかりときります。

　枝豆はさやから取り出しておきます。
焼きのりは手で揉みながら細かくちぎ
ります。

　ボウルにひじき、長ねぎ、枝豆、か
つお節、練りわさび、しょうゆを入れ
てよく混ぜ合わせます。

※「baby face」では掲載するお子さんを募集しています。

掲載を希望される方は、誕生月の前月 10 日までに保

健福祉課保健師までご連絡ください。なお、希望者多

数の場合はこちらで抽選させていただきますことをご

了承ください。

　
「
す
げ
い
町
サ
ロ
マ

21
」
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
元
気
に
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
か
住
民
や
地
区
団
体
の
代
表
、
関
係

機
関
と
協
議
し
た
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
、
５
年
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
中
間
評
価
を
ま
と
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
、公
共
機
関
に
冊
子
を
配
置
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　器に盛り、小えびとごまを上からち
らします。
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一
般
会
計
の
最
終
予
算
は
、

当
初
予
算
43
億
６
３
７
３
万

円
か
ら
年
度
中
の
補
正
予
算

7
億
２
９
０
８
万
円
を
増
額
計

上
し
、
50
億
９
２
８
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

  

予
算
の
執
行
率
は
、
歳
入

89
・
０
％
、
歳
出
76
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
5
月
31
日

ま
で
の
出
納
整
理
期
間
ま
で

に
整
理
さ
れ
、
最
終
的
に
は
歳

入
１
０
０
％
、
歳
出
97
％
程
度

と
な
り
、
収
支
差
引
残
額
は
、

1
億
５
６
０
０
万
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
す
。

平
成
20
年
度
予
算
の
執
行
状
況

　

ま
た
、
７
つ
の
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
最
終
予
算
額
は

26
億
４
５
３
万
円
で
、
当
初
予

算
と
比
較
し
て
６
２
６
３
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
７
特
別

会
計
全
体
で
の
収
支
差
引
残
額

は
、
８
２
４
７
万
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
す
。

土 地

山林

牧野

各種公共施設等

その他

31,513,113 ㎡

14,438,767 ㎡

8,242,171 ㎡

6,715,736 ㎡

2,116,439 ㎡

建 物

公営住宅

学校

教職員・職員住宅

その他

101,129 ㎡

19,748 ㎡

24,184 ㎡

5,127 ㎡

52,070 ㎡

基 金 （ 貯 金 ）

財政調整基金

減債基金

各公共施設整備基金

その他

36 億 5628 万円

11 億 3790 万円

2億 2835 万円

10 億 3352 万円

12 億 5651 万円

国 民 健 康 保 険 6700 万円

簡 易 水 道 1 億 8100 万円

（一般会計から特別会計へ一時的に融通）

介 護 保 険 5600 万円

公 共 下 水 道 1 億 5100 万円

介護サービス事業 3700 万円

老 人 保 健 0 円

後期高齢者医療 1600 万円

一 般 会 計 2 億円

国 保 会 計 0 円

地 方 交 付 税 26 億 9233 万円 26 億 9233 万円 100.0％

町 税 6億 5081 万円 6億 4658 万円 99.4％

国 庫 支 出 金 4億 6612 万円 2億 4994 万円 53.6％

町 債 3億 5520 万円 1億 4540 万円 40.9％

使用料及び手数料 1億 5450 万円 1億 1425 万円 73.9％

繰 越 金 1億 5408 万円 1億 5408 万円 100.0％

道 支 出 金 1億 4579 万円 1億 3111 万円 89.9％

地 方 譲 与 税 1億 1961 万円 8361 万円 69.9％

分担金及び負担金 8073 万円 7996 万円 99.0％

地方消費税交付金 6096 万円 6096 万円 100.0％

そ の 他 2億 1268 万円 1億 7564 万円 82.6％

予算額：50 億 9281 万円　収入済額：45 億 3386 万円　執行率 89.0％

繰
越
金

分
担
金
及
び
負
担
金

歳入執行状況

総 務 費 16 億 5685 万円 12 億 2902 万円 74.2％

公 債 費 9億 4572 万円 9億 4327 万円 99.7％

教 育 費 5億 5782 万円 4億 5990 万円 82.4％

民 生 費 4億 0676 万円 3億 3472 万円 82.3％

諸 支 出 金 3億 4416 万円 0円 0.0％

土 木 費 2億 8768 万円 2億 2625 万円 78.6％

衛 生 費 2億 6821 万円 1億 4612 万円 54.5％

農 林 水産業費 2億 5917 万円 2億 0707 万円 79.9％

消 防 費 2億 1653 万円 2億 1351 万円 98.6％

議 会 費 6077 万円 5774 万円 95.0％

商 工 費 4961 万円 4341 万円 87.5％

災 害 復 旧 費 2336 万円 2303 万円 98.6％

予 備 費 1617 万円 0円 0.0％

予 算 額：50 億 9281 万円
支出済額：38 億 8404 万円　執行率 76.3％

歳出執行状況
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忘れずに !!

６月は、
町道民税【第 1期】の
納期です。

み
ん
な
で
守
る
交
通
ル
ー
ル

▼
各
小
学
校
等
、
交
通
安
全
教
室

人　口　６，０２５人（△ 15）
　男　　２，８７１人（△ 10）
　女　　３，１５４人（△   5）
世帯数　２，４９５戸（＋   2）
（　）内は前月比です。

人のうごき　４月末現在

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
協
議
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

富
武
士　
　

野　

原　

光　

子　

さ
ん

　

若　

佐　
　

平　

戸　

道　

雄　

さ
ん

　

宮
前
町　
　

垂　

水　

幸　

子　

さ
ん

　

網
走
市　
　

佐　

藤　
　

博　
　

さ
ん

　

埼
玉
県　
　

山　

口　

史　

郎　

さ
ん

■
西
中
央
長
寿
会

▼
ご
厚
誼
に
謝
し

　

宮
前
町　
　

垂　

水　

幸　

子　

さ
ん

■
仁
倉
老
人
ク
ラ
ブ

▼
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て

　

仁　

倉　
　

室　

井　

光　

雄　

さ
ん

話
題
・
出
来
事
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
課
住
民
活
動
係  

℡
２
・
１
２
１
３

　

交
通
ル
ー
ル
や
安
全
な
自
転
車
運
転
の
仕
方
を
身

に
付
け
、
交
通
事
故
に
注
意
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
小
学
校
や
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
と
一
緒
に
実
際
に
通
学
路

で
交
通
ル
ー
ル
の
勉
強
を
し
た
り
、
信
号
の
見
方
や

道
路
を
横
断
す
る
時
の
危
険
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寿
大
学
で
は
遠
軽
警
察
署
長
に
よ
る
交
通

安
全
に
関
す
る
講
話
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
外
国
人
の

農
業
研
修
生
、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
さ
ろ
ま
で
も
交
通
安

全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故

　

安
全
は　

一
人
一
人
の　

思
い
や
り

　

佐
呂
間
小
学
校
５
年　

本　

田　
　

楓

▼
交
通
事
故
発
生
状
況

　
（
平
成
21
年
４
月
末
）

　

発
生　

７
件
（
＋
３
件
）

　

死
亡　

０
人
（
±
０
人
）

　

傷
者　

９
人
（
＋
４
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

１
６
５
日
（
５
月
27
日
現
在
）

　自動車は、生活に欠かせない移動手段となっているのみならず、娯楽の道具と

しても認識されており、様々な部品等が販売されています。

　しかしながら、①クリアレンズ等不適切な灯火器及び回転灯等の取り付け、②

運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルムの貼付け、③タイヤ、ホイールの

車体（フェンダー）外へのはみ出し、④基準外ウィングの取り付け、⑤マフラー

の切断・取り外し及び基準不適合マフラーの装着等の不正改造を施された車両が

存在し、国民生活の安全・安心を脅かしていることが問題となっています。これ

ら不正改造については、改造を実施すること、改造された自動車を走行させるこ

との両方が法律により禁じられており、これに違反すると整備命令の交付を受け

たり、罰金等の対象になります。

　国土交通省では、これら不正改造を排除し車両の安全確保及び環境保全を図る

ため、関係省庁、自動車関係団体等と協力して、「不正改造車を排除する運動」を

全国的に展開しており、特に６月を強化月間として重点的な取組を行っています。

　皆さんもぜひ、この機会に不正改造の防止についての理解を深めていただき、

その排除にご協力ください。詳しい情報はこちらから「www.tenken‐seibi.com」

「不正改造車 110 番」　不正改造車を見かけたら情報をお寄せください。

〇北海道運輸局 自動車技術安全部 整備・保安課　℡ 011・290・2752

〇北海道運輸局 北見運輸支局 検査・整備担当　　℡ 0157・24・7633

　「セーフティーラリー北海道 2009」は、運転免許保有者が

各部門（5人チーム、3人チーム、個人）に参加し、5か月間

安全運転を競争して、無事故・無違反の達成と交通安全意識の

高揚を図ることを目的とした交通安全運動で、毎年交通事故防

止に高い効果を上げています。

■実施期間　7月 1日～ 11月 30日

■募集期間　6月 30日まで

■参加部門

　5人チーム部門、3人チーム部門、個人部門の 3部門

■手 数 料　1人 700 円

　※運転記録証明書の法定手数料

■申込方法　各警察署、交通安全協会等に備え付けの申込用紙

　に必要事項を記入の上、郵便局で法定手数料を振り込むか、

　または各方面の自動車安全運転センターに法定手数料を添え

　て直接申し込む。（申込書は役場町民課にもあります。）

■景 品　大賞（1人 3 万円旅行券）、優秀賞（1人 2 万円

　旅行券）、ラリー賞（1人 1万円旅行券）、特別賞（1人 2千

　円図書カード等）を予定。

お問い合わせは、最寄りの警察署、自動車安全運転センターまで

セーフティーラリー北海道２００９

不正改造は犯罪です
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ね
ん
き
ん
定
期
便
を
受
け
取
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
記
録
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
、
新

た
に
、
４
月
か
ら
現
役
加
入
者
の

皆
さ
ま
に
誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　年金記録を定期的にご確認いただけるよう、国民年金・

厚生年金の現役加入者の方にお送りするものです。
　平成 21 年 4月から、2色の封筒により、誕生月に
お送りしています。

●オレンジ色の封筒：

　年金記録に「もれ」や「誤り」のある可能性の高い方

●水色の封筒：それ以外の方

◆
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間（
共

　

済
組
合
の
期
間
は
記
載
し
て
い

　

ま
せ
ん
。）

◆
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

　

額
（
年
金
受
給
者
（
支
給
停
止

　

の
方
も
含
む
）
の
方
は
記
載
し

　

て
い
ま
せ
ん
。）

◆
年
金
加
入
履
歴
（
共
済
組
合
の

　

期
間
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。）

◆
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

◆
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月

　

額
等
の
月
別
状
況

ご
自
分
の
年
金
記
録
等
に
つ
い

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
で
確
認

で
き
る
こ
と
は

オレンジ色の封筒の
方は同封のお知らせ
もご確認ください。

確
認
し
た
後
の
手
続
き
は

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
「
年
金

加
入
記
録
回
答
票
」（
青
色
・
白
色
）

を
同
封
し
て
い
ま
す
。

●
青
色
の
方

　
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
場

　

合
も
な
い
場
合
も
必
ず
ご
回
答

　

く
だ
さ
い
。

※
青
色
の
回
答
票
は
、「
ね
ん
き
ん

　

特
別
便
」
に
ご
回
答
い
た
だ
い

　

て
い
な
い
方
や
、
標
準
報
酬
月

　

額
に
誤
り
の
あ
る
可
能
性
が
あ

　

る
方
な
ど
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

　

す
。

●
白
色
の
方

　
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
場

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
ま
で

０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　
「
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
４
４
」

■
受
付
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

＜お知らせ２＞

　

合
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
お
い

　

て
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
記

　

録
訂
正
の
ご
回
答
を
い
た
だ
い

　

た
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改

　

め
て
ご
回
答
い
た
だ
く
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
記
録
訂
正
の
調
査
結
果

　

が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

　

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
該
記

　

録
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に

　

は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
調

　

査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
恐

　

れ
い
り
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く

　

お
待
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

　

申
し
上
げ
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す

　

る
お
問
い
合
わ
せ
も
お
受
け
い

　

た
し
ま
す
。

※
月
曜
日
な
ど
の
休
日
明
け
や「
ね

　

ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
直

　

後
な
ど
は
、
電
話
が
混
み
合
い

　

繋
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

※
番
号
を
よ
く
お
確
か
め
の
上
、
お

　

か
け
く
だ
さ
い
。

＜お知らせ１＞
■ 狂犬病予防注射を受けてください！

７月５日（日）
山内商店前（栄） 9：00 ～ 9：10
若佐コミセン前 9：20 ～ 9：30
知来公民館前 9：50 ～ 10：00
仁倉公民館前 10：20 ～ 10：30
浜佐呂間活性化センター前 10：50 ～ 11：00
幌岩公民館前 11：10 ～ 11：20
富武士消防車庫前 11：30 ～ 11：40
若里浜児童公園前 11：50 ～ 12：00
町民センター前 13：30 ～ 13：50
農協スタンド横 14：00 ～ 14：20

　４月に全町で狂犬病予防接種を実施しましたが、まだ飼い犬に

注射をされていない方は必ず受けてください。

※４月に注射を受けた犬については必要ありません。

■料金　狂犬病予防注射　３，０４０円

※往診を希望される方はご連絡ください。（往診料５００円別途）

■ 散歩はマナーを守って！
　犬を散歩させることは、犬にとってストレスの発散になり、適

度な運動をすることで、犬の健康にも人の健康にも良いことです。

しかし、気持ち良く散歩していても犬のフンがあちこちにあって

は、せっかくの散歩も不愉快になってしまいます。犬を散歩させ

るときは、必ずビニール袋等を持参し、フンの始末をしてくださ

い。これは最低限のマナーです。

　また、犬を放して散歩をしている方もいますが、繁殖期などに

は普段と違う行動をとったりもします。通行人や他の犬の迷惑に

ならないよう必ず鎖などでつないで散歩しましょう。

■ 放し飼いはダメ！　
　飼い犬は、必ず係留（鎖などで繋ぎ止める）するか、檻などで

囲い、外へ出さないようにして飼うことが義務付けられています。

街から離れているから、人に馴れているから、おとなしいから大

丈夫のような理由で、放し飼いにしている方がいますが、絶対に

止めましょう。

　また、町では野犬の捕獲を行っていますが、放し飼いをしてい

る場合、飼い犬との区別がつかず捕獲することもあり、本来の業

務の妨げになることもありますので、絶対に止めましょう。
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納
付
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
方
は

　

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
（
７
月
・
８
月
・
９
月
・
10
月
・

11
月
・
12
月
）
に
し
た
が
っ
て
役

場
窓
口
な
ど
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
た

方
や
佐
呂
間
町
へ
転
入
さ
れ
た
方

も
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
方
は

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上

の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

な
ど
を
財
源
と
し
て
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
み
ん

な
で
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料

（
65
歳
以
上
の
方
）
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
保
険
料
の

保
健
福
祉
課 

介
護
保
険
係

℡
２
・
１
２
１
２

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

４
月
・
６
月
・
８
月
（
仮
徴
収
）

に
年
金
か
ら
引
き
去
り
し
ま
し
た

保
険
料
額
を
除
い
た
金
額
を
10
月
・

12
月
・
翌
年
２
月
で
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
減
額
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
保
険
料
段
階
の
第
１

段
階
及
び
第
２
段
階
の
高
齢
者
世

帯
（
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
）
の

う
ち
、
低
所
得
者
の
方
を
対
象
に

保
険
料
の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
減
額
の
対
象
と
な
ら
れ
る
方

▼
第
１
段
階

　

老
齢
福
祉
年
金
受
給
の
方
の
う

　

ち
、
低
所
得
者
と
認
め
ら
れ
る

　

方

　

▼
第
２
段
階

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
う

　

ち
、
低
所
得
者
と
認
め
ら
れ
る

　

方
（
課
税
年
金
収
入
額
＋
合
計

　

所
得
金
額
≦
80
万
円
／
年
を
満

　

た
す
者
）

　

▼
第
３
段
階
か
ら
第
７
段
階
の

　

方
は
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
せ

　

ん
。

■売却物件

 旧教員住宅 179 号　

〇土地　住所…佐呂間町字栄 3番地の 38

　　　　地目…宅地

　　　　面積…330.99 ㎡

〇建物　構造…木造平屋建

　　　　延床面積…59.62 ㎡　　　　

　　　　建築年月…昭和 48年 11月　　

■最低予定価格

　290,000 円（土地・建物・用地測量代）

■売却条件

①町内に住所がある人、または町内に在住予定（売却

　までに住所を移動する）の人。

②転売目的による購入は禁止とする。

③売買契約・所有権移転登記に要する費用については

　購入者の負担とする。

■申込期限

 平成 21 年 6月 30 日（火）までに総務課管財係へ申

込書を提出願います。（申込用紙は総務課管財係に用

意しています。）

※ 申込者が多数の場合には入札を予定しています。

■お問い合わせ

役場 総務課 管財係　℡ 2・1211

　

平
成
20
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
の
、
納
入
通

知
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
保
険
料
の
支
払
い
が
、
７

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
保
険
料
額
に
つ

保
険
料
の
軽
減
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

政
府
は
、
保
険
料
の
軽
減

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一

部
見
直
し
を
決
め
、
均
等
割

の
「
７
割
軽
減
」
対
象
の

方
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
８
・
５
割
軽
減
」
へ
と
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
に
な
る
方
に

は
見
直
し
後
の
保
険
料
額
で

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を

通
知
し
ま
す
の
で
、
改
め
て

手
続
き
を
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※ 8.5 割軽減に該当する方で、世帯の加入者全員が年金収入 80万円以下で
　他の所得がない場合は、9割軽減の該当となります。
※今回の変更で、均等割の7割軽減を受けられる方が8.5割軽減となるのは、
　平成 21年度の保険料のみです。

均等割が８．５割軽減に該当する方
加入者と世帯主の軽減判定の所得の合計額が

33万円以下の方

８．５割軽減

軽減後保険料 ６，３００円

変更後
７割軽減

軽減後保険料 １２，９４２円

変更前

保険料の軽減について
均等割の軽減　　　　　　　　所得に応じて、均等割４３，１４３円が次のとおり軽減となります。（軽減は、加

入者と世帯主の所得の合計で判定します。加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。）

例）年金収入 168 万円の 1人世帯の軽減判定の所得の求め方

特別控除額

65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、さらに 15万円を差し引いた額で判定します。

所得が次の金額以下の世帯

33 万円かつ加入者全員が年金収入 80万円

以下で他の所得がない

33万円

33 万円＋（24 万 5千円×世帯主以外の加

入者数）

33万円＋（35万円×世帯の加入者数）

●単身世帯の方は、該当しません

8.5 割軽減

8.5 割軽減

5割軽減

2割軽減

6,300 円

6,300 円

21,571 円

34,514 円

平成 20 年度の均等割
軽減割合 均等割額

9 割軽減

8.5 割軽減

5割軽減

2割軽減

4,300 円

6,300 円

21,571 円

34,514 円

平成 21 年度の均等割
軽減割合 均等割額

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

のお知らせ

い
て
は
、
７
月
に
個
別
に
通

知
さ
れ
る
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
に
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 

な
お
、
保
険
料
を
年
金
か
ら

直
接
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る

方
は
、
４
月
の
年
金
よ
り
仮

徴
収
額
と
し
て
納
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
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■
対
象
者

　

現
在
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
が
い
る
世
帯
。（
対
象
者
に
は

ご
案
内
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
。）

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
の
支
給
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

℡
２
・
１
２
１
２

児
童
手
当
現
況
届
を
提

出
し
ま
し
ょ
う
！

■車　両

 ホンダトゥデイ　軽自動車（バン）　

■年式規格

　平成 9年 4 月登録、656cc、2WD（FF）、4 速マニ

　ュアル

■走行距離　約 91,400km

■売却金額　 36,000 円（税込み）

■売却条件

①町内在住の個人、または町内に事業所がある法人。

②売買契約日から 20日以内に名義変更または登録抹

　消を完了する。

③車体にある「佐呂間町」の文字は必ず消すこと。

④車検・消耗品等の車両に係る費用は全て自己負担と

　する。

■申込期限

　平成 21 年 6 月 30 日（火）までに総務課管財係へ

申込書を提出願います。（申込用紙は総務課管財係に

用意しています。）

※ 申込者が多数の場合には抽選を予定しています。

■その他

　この車両は車検が切れています。

　車両を見たい場合には連絡願います。

■お問い合わせ

　役場 総務課 管財係　℡ 2・1211

　

毎
年
、
就
学
前
児
の
保
護
者
及

び
教
育
の
場
の
変
更
に
関
す
る
相

談
を
希
望
す
る
保
護
者
、
特
別
な

事
情
が
あ
り
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
北
海
道
立
特
別
支
援
教
育

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
教
育
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

の
方
は
、
次
に
よ
り
ご
連
絡
願
い

ま
す
。
日
程
等
詳
細
は
、
直
接
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
29
日
（
金
）

■
連
絡
先　

佐
呂
間
町
教
育
委
員

　

会 

管
理
課 

学
校
教
育
係

た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

　

必
ず
期
限
ま
で
に
、
次
の
関
係

書
類
等
を
ご
持
参
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
児
童
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

■
受
付
期
間

　

６
月
12
日
（
金
）
〜
26
日
（
金
）

■
手
続
き
先

　

役
場 

保
健
福
祉
課 

福
祉
係
、
若

　

佐
支
所
、
浜
佐
呂
間
出
張
所

■
持
参
す
る
物

　
「
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
振
興
事

業
」
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
個

人
や
団
体
で
取
り
組
ま
れ
る
、
地

域
の
も
つ
「
自
然
や
文
化
・
歴
史
」

を
活
か
し
た
諸
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
備
品
等
の
購
入
や
地
域

の
特
色
あ
る
景
観
の
保
存
と
創
造

を
目
的
と
し
た
維
持
管
理
費
用
、

さ
ら
に
は
地
域
間
交
流
・
国
際
交

流
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
育
成
の

た
め
に
行
う
国
内
外
の
研
修
事
業

へ
の
参
加
等
に
対
し
て
、
町
が
助

成
を
行
う
制
度
で
す
。

　

対
象
事
業
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
が
、「
ち
び
っ
こ
探
検
学

校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
事
業
」
を
は
じ

め
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
37
件
の
事

業
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
助
成
を
希
望
さ
れ
る

個
人
・
団
体
の
方
は
、
役
場
企
画

財
政
課
企
画
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
対
象
事
業
の
概
要

企
画
財
政
課 

企
画
係

℡
２
・
１
２
１
４

「
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く

り
振
興
事
業
」
を
ご
存

知
で
す
か
？

本
町
に
お
け
る
伝
統
的
か
つ
継

承
が
必
要
な
文
化
活
動
の
活
発

〇

化
や
掘
り
お
こ
し
を
す
る
た
め
、

地
域
が
も
つ
素
材
を
活
用
し
、

広
く
町
民
の
意
識
を
高
め
る
た

め
の
諸
事
業
。

本
町
が
も
つ
素
材
を
も
と
に
、

地
域
に
密
着
し
た
ユ
ニ
ー
ク
で

新
た
な
文
化
の
創
造
を
行
い
、

住
民
の
連
帯
感
や
ま
ち
づ
く
り

の
意
識
高
揚
に
つ
な
が
る
日
常

的
な
実
践
活
動
で
、創
作
、発
表
、

奨
励
、
普
及
な
ど
の
諸
事
業
。

助
成
事
業
者

個
人
・
団
体

た
だ
し
、
文
化
連
盟
な
ど
の
上

部
団
体
は
除
く
。

対
象
経
費
・
補
助
率

事
業
を
行
う
上
で
必
要
と
認
め

る
備
品
等
。
た
だ
し
、
更
新
に

つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
も
の
と
し
、
特
に
必
要
と

認
め
る
も
の
と
す
る
。

補
助
率
２
分
の
１
以
内

街
並
み
、
自
然
等
、
地
域
の
特

色
あ
る
景
観
な
ど
の
保
存
及
び

地
域
の
生
活
文
化
に
関
連
し
た

新
た
な
景
観
づ
く
り
な
ど
を
進

め
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
諸
事
業
。

助
成
事
業
者

個
人
・
団
体

〇▼▼〇▼

対
象
経
費
・
補
助
率

事
業
を
行
う
上
で
必
要
と
認
め

る
維
持
管
理
費
用
。

補
助
率
２
分
の
１
以
内

都
市
と
の
地
域
間
交
流
や
諸
外

国
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
、
本

町
の
将
来
を
考
え
な
が
ら
ふ
る

さ
と
運
動
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
諸

事
業
。

新
た
な
発
想
の
も
と
に
地
域
の

生
活
、
文
化
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、

産
業
等
の
地
域
振
興
を
目
的
と

し
た
先
導
的
な
取
り
組
み
な
ど

の
調
査
研
究
及
び
指
導
者
等
の

技
術
習
得
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
事
業
。

助
成
事
業
者

個
人
・
団
体

た
だ
し
、
国
内
研
修
・
国
外
研

修
そ
れ
ぞ
れ
１
回
限
り
と
す
る
。

（
推
進
委
員
会
が
推
奨
す
る
事
業

へ
の
参
加
は
１
回
に
限
り
回
数

に
含
め
な
い
）

対
象
経
費
・
補
助
率

研
修
に
伴
う
旅
費
、
宿
泊
費
及

び
交
流
・
研
修
に
要
す
る
費
用
。

補
助
率　

学
生
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　

大
人
３
分
の
１
以
内

▼〇〇▼▼

　

欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
富
武

士
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
渡
辺
好
則
氏
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
町
内

の
担
当
地
区
に
お
い
て
、
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
生
活
上
の
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
の
相
談
、

支
援
に
あ
た
る
方
で
す
。
何
か
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

℡
２
・
１
２
１
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
「
佐
呂
間
町
定
額
給
付
金
給
付

係
」
へ
の
直
通
電
話
は
５
月
20
日

を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
定
額
給
付
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
等
は
、
役
場
町
民
課

（
℡
２
・
１
２
１
３
）
へ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

℡
２
・
１
２
９
４

平
成
21
年
度
巡
回
教
育

相
談
の
実
施
に
つ
い
て

〇
印
鑑

〇
保
険
証
（
厚
生
年
金
に
加
入
し

　

て
い
る
方
の
み
）

〇
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
佐

　

呂
間
町
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
、

　
「
平
成
21
年
度
児
童
手
当
所
得
証

　

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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◎　薬の服用歴や副作用歴・アレルギー歴などの記録

　を作成し、その記録と照合して安全を確認しながら

　調剤します。

　　薬の重複投与や飲み合わせによる副作用などの未

　然防止が図れます。

　　市販薬や健康食品などとの飲み合わせも確認でき

　ます。

◎　薬の服用について気をつけることを説明し、必要

　に応じて文書を出します。

◎　受診したすべての病院・診療所（医院）・歯科診

　療所の医師（又は歯科医師）の発行する処方内容に

　ついて詳しく知ることができます。

◎　服薬指導（薬の飲み方、使い方、副作用など）を

　いつでも受けられます。

◎　処方せん薬のみならず市販薬の副作用情報などを

　含め、健康に関する相談や情報提供が受けられます。

◎　「かかりつけ薬局」を持つメリットによって、あ

　なたが適正・適切に薬を使うことができ安心で健康

　な生活を送ることができます。

■「おくすり手帳」を持ちましょう。（お薬手帳は、　

　薬局でもらえます。）

　おくすり手帳には自分の飲んでいる薬等が記録され

　重複投与や飲み合わせによる副作用を未然に防止で

　き、また、ふだん持ち歩くことで、自分の使ってい

　る薬を正確に伝えることができます。

■わからないことについては、紋別保健所（℡ 0158

　・23・3108）に電話等でお気軽にお尋ねください。

次回（その３）「かかりつけ薬局」はどのように選べ

ばいいの？を掲載します。

■
期　

間

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
26
年

　

３
月
ま
で

■
対
象
者

〇
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

〇
町
外
か
ら
定
住
を
目
的
に
転
入

　

さ
れ
る
方

〇
助
成
対
象
住
宅
に
引
続
き
５
年

　

以
上
居
住
す
る
こ
と
を
確
約
す

　

る
方

■
対
象
と
な
る
住
宅

〇
町
内
の
建
設
業
者
に
よ
り
、
個

　

人
の
住
宅
を
町
内
に
新
築
、
増

　

町
で
は
、
持
ち
家
住
宅
の
促
進

と
町
内
建
設
産
業
の
振
興
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
、
町
内
の
建

設
業
者
に
よ
り
、
個
人
住
宅
の
新

築
、
増
改
築
、
改
修
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
新
築
等
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

佐
呂
間
町
住
宅
建
設
促
進

事
業

経
済
課 

商
工
観
光
係

℡
２
・
１
２
０
０

住
宅
の
建
築
費
、
改
修

費
の
一
部
助
成

　

築
、
改
築
、
改
修
す
る
住
宅

〇
既
存
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

　

改
修
費
用
が
50
万
円
以
上
の
も

　

の
（
消
費
税
を
除
く
）

※
住
宅
改
修
に
つ
い
て
は
、
次
の

　

工
事
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
主
要
構
造
部
の
耐
久
性
及
び
安

　

全
性
を
向
上
さ
せ
る
工
事

　

基
礎
・
土
台
・
梁
・
柱
等
の
改
修
、

　

筋
か
い
・
火
打
ち
等
に
よ
る
構

　

造
補
強
、
外
壁
・
屋
根
の
改
修

　

又
は
塗
装

◇
住
宅
の
性
能
の
向
上
さ
せ
る
工

　

事

　

間
取
り
の
変
更
、
段
差
解
消
、

　

断
熱
改
修
な
ど

※
対
象
に
な
ら
な
い
改
修
工
事

◇
内
装
仕
上
げ
材（
床
材
、壁
紙
等
）

　

の
み
を
取
り
替
え
る
工
事

◇
住
宅
改
修
を
伴
わ
な
い
設
備
機

　

器
（
給
湯
器
、
暖
房
機
、
洗
面

　

台
等
）
の
設
置
や
取
替

■
助
成
の
内
容

〇
新
築
、増
築
、改
築
に
つ
い
て
は
、

　

１
㎡
当
り　

１
５
、０
０
０
円

　

※
限
度
額
２
０
０
万
円

・
改
修
住
宅
は
、
改
修
費
の
10
分

　

の
１　

※
限
度
額
１
０
０
万
円

〇
増
改
築
を
伴
う
改
修
工
事

　

※
限
度
額
２
０
０
万
円

■
交
付
の
条
件
等

〇
同
一
住
宅
及
び
同
一
人
に
つ
い

　

て
１
回
限
り

〇
移
転
補
償
等
に
よ
る
新
築
、
改

　

修
で
な
い
こ
と

〇
対
象
者
と
同
居
す
る
全
て
の
者

　

が
、
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

　

い
こ
と

〇
工
事
着
手
前
の
住
宅

　

日
ご
ろ
よ
り
、
国
有
林
事
業
の

運
営
に
際
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

国
有
林
を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

国
有
林
内
で
安
全
で
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

次
に
つ
い
て
ご
留
意
ご
協
力
を
お

国
有
林
を
訪
れ
る
際
の

お
願
い

願
い
し
ま
す
。

〇
動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。

〇
樹
木
を
損
傷
し
た
り
、
林
産
物

　

を
窃
取
し
た
場
合
は
、
法
に
よ

　

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

〇
保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損
傷
、

　

下
草
の
採
取
等
が
禁
止
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

〇
歩
道
、
広
場
な
ど
の
区
域
外
へ

　

の
立
ち
入
り
は
控
え
て
く
だ
さ

　

い
。

〇
立
入
制
限
の
表
示
が
あ
る
区
域

　

に
は
、
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

〇
休
息
な
ど
で
立
ち
止
ま
る
場
合

　

に
は
、
落
下
す
る
枝
が
な
い
か
、

　

落
石
の
危
険
が
な
い
か
な
ど
安

　

全
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
十
分

　

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
登
山
は
自
己
責
任
が
原
則
で
す
。

　

天
候
や
登
山
情
報
を
確
認
し
十

　

分
な
装
備
で
、
登
山
計
画
を
家

　

庭
、
登
山
地
域
の
警
察
署
な
ど

　

に
提
出
の
上
、
入
山
し
て
く
だ

　

さ
い
。

〇
悪
天
候
の
と
き
は
、
入
林
を
控

　

え
て
く
だ
さ
い
。

〇
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

〇
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
。

網
走
中
部
森
林
管
理
署

　加工食品のうち、パックや缶、袋などに包装されている

ものには、次の６項目を表示します。また、これらの項目

に加えて生鮮食品に近い品目と個別に定められた品目につ

いては、原料原産地名の表示が必要です。

①名 称　その内容を表す一般的な名称を記載

②原材料名　使用した原材料を食品添加物とそれ以外に区

　　　　　　分して原材料に占める重量の多いものから順

　　　　　　にすべて記載

※原材料原産地名　生鮮食品に近い主な原材料（原材料に

　占める重量割合が 50％以上のもの）の原産地を記載

③内 容 量　重量（重さ）、体積または数量を単位を明記

　　　　　　して記載

④賞味期限　賞味期限を記載、品質劣化が早いものなどは

　　　　　　消費期限として記載

⑤保存方法　必要な保存方法を記載

⑥製造者等　製造業者等の商品の表示に責任を持つ者の氏

　　　　　　名または名称及び住所を記載

※農産物漬物、みそ、ジャム類、トマト

　加工品など　51 品目については、個

　別に品質表示基準が定められています

　ので、該当する品質表示基準に従い表

　示することになります。

【お問い合わせ】

北海道農政事務所 表示・規格課　℡ 011・642・5490

北海道農政事務所 地域第 7課　　℡ 0157・23・4171

農林水産省から食品を製造・加工する皆さまへ
ＪＡＳ法に基づく加工食品の表示
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本
年
度
の
道
路
整
備
と
し
て
、

昨
年
か
ら
の
継
続
と
な
る
佐
呂
間

建
設
課 

土
木
係

℡
２
・
１
２
１
０

道
路
工
事
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
！

佐
呂
間
北
28
号

市
街
南
道
路
、
佐
呂
間
新
北
第
１

道
路
、
そ
し
て
新
に
佐
呂
間
駅
前

道
路
、
佐
呂
間
新
北
第
２
道
路
の

改
良
舗
装
工
事
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　

５
月
20
日
現
在
の
町
営
住
宅
の

空
家
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

入
居
申
込
等
に
つ
い
て
は
、
建

設
課
管
理
係
（
℡
２
・
１
２
１
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
西
富
団
地

　

２
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　

１
４
、５
０
０
円
〜　
　

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　

１
６
、６
０
０
円
〜　
　

■
若
佐
団
地

　

１
階
２
Ｄ
Ｋ　

２
戸

　

５
、２
０
０
円
〜　

※

■
若
里
団
地

　

１
階
３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

　

９
、１
０
０
円
〜　

※

■
栄
団
地

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
階
）
２
戸

　

１
５
、３
０
０
円
〜　

※

※
印
は
、
60
歳
未
満
で
も
単
身
入
居
が
可

能
な
住
宅
で
す
。

町
営
住
宅
空
家
状
況

■
資
金
繰
り
支
援
を
さ
ら
に
拡
充

〇
緊
急
保
証
の
枠
を
20
兆
円
か
ら
、

　

30
兆
円
に
拡
大
。

〇
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
枠

　

を
10
兆
円
か
ら
15
・
４
兆
円
に

　

拡
大
（
内
、
商
工
中
金
の
危
機

　

対
応
業
務
は
０
・
９
兆
円
か
ら
３

　

・
３
兆
円
に
拡
大
）

〇
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

　

融
資
（
マ
ル
経
融
資
）
の
返
済

　

期
間
、
融
資
限
度
額
を
拡
大

■
も
の
づ
く
り
、
販
路
拡
大
な
ど

　

を
支
援

〇
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
有
す

　

る
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
対
す

　

る
支
援
を
強
化

■
商
店
街
の
取
り
組
み
を
応
援

〇
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
託
児
所

　

の
設
置
な
ど
、
社
会
課
題
に
対

　

す
る
取
り
組
み
を
支
援

■
雇
用
維
持
に
取
り
組
む
中
小
・

　

小
規
模
企
業
を
支
援

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

中
小
・
小
規
模
企
業
を
全
力

を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！

新
た
な
経
済
政
策
を
決
定

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
税
務
職
員

は
、
人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公

務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
の

税
務
職
員
募
集
の
お
知

ら
せ

最
終
合
格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ

ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間

　

６
月
23
日
〜
６
月
30
日

■
受
験
申
込
先

　

〒
０
６
０
‐
０
０
４
２

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

℡
０
１
１
・
２
４
１
・
１
２
４
８

■
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
適

　

性
試
験
・
作
文
試
験
）

　

９
月
６
日

■
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

10
月
８
日

■
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
・
身

　

体
検
査
）

　

10
月
15
日
〜
10
月
22
日
ま
で
の

　

う
ち
指
定
す
る
１
日

■
最
終
合
格
発
表
日

　

11
月
11
日

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用

　

担
当

　

℡
０
１
１
・
２
３
１
・
５
０
１
１

〇
北
見
税
務
署
総
務
課

　

℡
０
１
５
７
・
23
・
７
１
５
１

■
日　

時　

21
年
６
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場　

所

　

陸
上
自
衛
隊
遠
軽
駐
屯
地

　

遠
軽
町
向
遠
軽
２
７
２

■
主
な
催
し
物

　

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
（
空
挺

　

降
下
含
む
）、
音
楽
・
太
鼓
演
奏
、

　

装
備
品
展
示
、
体
験
試
乗
、
エ

　

ア
ド
ー
ム
、
ミ
ニ
快
速
列
車
試

　

乗
な
ど

〇
野
外
売
店
多
数

〇
荒
天
時
の
場
合
、
内
容
が
一
部

　

変
更
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
遠
軽
駐
屯
地
第
25

　
普
通
科
連
隊
広
報
班

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
５
２
７
５

　
（
内
線
２
９
５
）

遠
軽
駐
屯
地
創
立
58
周

年
記
念
行
事
の
ご
案
内

　

平
成
21
年
度
全
国
安
全
週
間
が

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
を

準
備
期
間
、
７
月
１
日
か
ら
７
月

７
日
ま
で
を
本
週
間
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意
識

高
揚
、
リ
ス
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
見
労
働
基
準
監
督
署

　

第
二
課 

安
全
衛
生
係

　

℡
０
１
５
７
・
24
・
７
４
０
６

平
成
21
年
度
全
国
安
全

週
間

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
22

年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
に
か
か
る
求
人
に
つ
い
て
６
月

20
日
か
ら
受
理
を
開
始
し
ま
す
。

　

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の

採
用
に
つ
い
て
是
非
ご
検
討
い
た

だ
き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
求
人
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

来
春
の
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
の
求
人
申

込
を
お
早
め
に

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
見
公
共
職
業
安
定
所

　

事
業
所
部
門

　

℡
０
１
５
７
・
23
・
６
２
５
１

　

遠
軽
出
張
所

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
２
７
７
９

〇
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
の
迅

　

速
化
、
簡
素
化
を
推
進

〇
中
小
企
業
庁
が
実
施
す
る
人
材

　

確
保
、
育
成
の
た
め
の
「
実
践

　

型
研
修
」
は
、
雇
用
調
整
助
成

　

金
や
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

　

助
成
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
経
済
危
機
対
策
に
お
け
る
税
制

　

改
正

〇
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度

　

に
つ
い
て
、
資
本
金
１
億
円
以

　

下
の
法
人
の
定
額
控
除
限
度
額

　

を
１
０
０
万
円
か
ら
６
０
０
万

　

円
に
引
上
げ
、
交
際
費
課
税
を

　

軽
減
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

北
海
道
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課

℡
０
１
１
・
７
０
９
・
１
７
８
６

　

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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　木々の緑も一段と鮮やかな

季節になりました。ポカポカ

陽気に誘われて、お散歩に出

る機会も多くなりますね。

　お外に出る時は帽子をかぶ

り、足にピッタリあった靴で

出かけましょう。また、水分

の補給をしっかりし、気温に

応じて上着で調節できるよう

にすると良いですね。

　

乳
幼
児
期
の
親
子
を
対
象
に
、

家
庭
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
事

や
四
季
折
々
の
行
事
を
体
験
す
る

事
で
、
子
ど
も
同
士
・
親
同
士
の

交
流
が
生
ま
れ
る
場
と
し
て
年
６

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
１
回
目
【
流
し
そ
う
め
ん
】

　

暑
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
夏
な
ら

で
は
の
行
事
【
流
し
そ
う
め
ん
】

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日　

程　

７
月
１
日
（
水
）

　

10
時
30
分
〜
12
時
00
分

■
場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物　

お
に
ぎ
り
・
飲
み
物
・

　

は
し
・
敷
物

あ
い
あ
い
ら
ん
ど

　

今
回
は
栄
養
士
相
談
日
で
す
。

　

産
前
産
後
の
健
康
状
態
や
お
子

さ
ん
の
発
育
の
様
子
、
離
乳
食
に

つ
い
て
…
心
配
事
や
不
安
な
事
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　

程　

７
月
２
日
（
木
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
由
開
放
日

　

で
す
。
相
談
の
な
い
方
も
遊
び

　

に
来
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
自
由
相
談
日

　

昔
の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
結
核
で
す
が
、
先
日
、
若
い
芸
能

人
の
方
が
結
核
に
か
か
り
ニ
ュ
ー
ス

で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
世
界

的
に
み
る
と
、
毎
年
２
０
０
万
人
も

の
方
が
命
を
落
と
し
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
予
防
対
策
の
手
を
ゆ
る
め
る
事

が
で
き
な
い
感
染
症
で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
〝
結
核
〞
の
基
礎
知
識
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

昭
和
25
年
ま
で
は
、
国
内
に
お
け

る
年
間
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
だ
っ

た
結
核
で
す
が
、
医
療
や
生
活
水
準

が
良
く
な
り
、
き
ち
ん
と
治
療
を

結
核
の
予
防
の
た
め
に

　

赤
ち
ゃ
ん
の
時
期
に
は
菌
に
対
す

る
抵
抗
力
が
な
い
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と

い
う
予
防
接
種
を
受
け
る
事
が
有
効

で
あ
り
、
町
で
は
保
健
師
が
新
生
児

訪
問
す
る
際
に
、
生
後
５
ヶ
月
ま
で

に
受
け
る
よ
う
、
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、年
齢
的
な
条
件
の
他
に
も
、

65
歳
以
上
の
方
は

結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
結
核
の
早
期
発
見
の
た
め

に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
６
月
８

日
〜
11
日
ま
で
結
核
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
詳
し
い
日
程
と
会
場
は
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

まだまだ油断できない感染症

受
け
れ
ば
治
る
病
気
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
１
年
間
に

２
万
５
千
人
以
上
の
方
が
新
規
で
患

者
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
日

本
は
先
進
国
の
中
で
も
〝
ま
ん
延
国
〞

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紋
別

保
健
所
管
内
（
紋
別
地
域
、遠
軽
地
域
）

で
は
、
過
去
５
年
間
の
結
核
発
症
の

状
況
を
見
る
と
年
間
の
患
者
登
録
者

数
は
約
30
人
、
そ
の
う
ち
の
新
規
患

者
登
録
数
は
約
10
人
と
発
生
状
況
は

横
ば
い
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
結
核
と
は
？

　

結
核
は
〝
結
核
菌
〞
と
い
う
細
菌

が
肺
や
他
の
臓
器
で
増
殖
し
て
炎
症

を
起
こ
す
病
気
で
す
。
菌
が
体
に
入
っ

過
労
や
栄
養
不
足
、
他
の
病
気
に
よ

る
体
力
低
下
が
あ
る
場
合
に
は
、
発

病
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、
日

頃
か
ら
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
な
い

よ
う
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
等
を
心

が
け
る
事
が
大
切
で
す
。
今
回
は
、

治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
は
触
れ
ま
せ

ん
が
、
一
旦
薬
の
内
服
を
始
め
て
か

ら
薬
を
飲
ん
だ
り
飲
ま
な
い
で
い
る

と
、
結
核
菌
が
薬
に
対
し
て
抵
抗
力

（
耐
性
）
を
持
ち
、薬
が
効
か
な
く
な
っ

て
し
ま
う
事
が
あ
る
た
め
、
医
師
の

指
示
を
守
っ
て
き
ち
ん
と
内
服
す
る

事
が
大
切
で
す
。

紋別保健所管内結核患者登録状況
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た
と
し
て
も
多
く
の
方
に
は
菌
に
負

け
な
い
抵
抗
力
が
あ
り
、
菌
が
体
の

中
で
眠
っ
た
状
態
の
ま
ま
で
抑
え
込

ま
れ
ま
す
。
こ
の
状
態
を
〝
感
染
〞

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
段
階
で
は
す

ぐ
に
症
状
が
ひ
ど
く
な
り
、
他
の
人

に
感
染
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
て
、
菌

の
活
動
を
抑
え
き
れ
な
い
状
態
に
な

る
と
肺
等
で
菌
が
暴
れ
出
し
、
様
々

な
症
状
が
出
て
〝
発
病
〞
と
い
う
段

階
に
な
り
ま
す
。（
感
染
し
た
人
が
発

病
す
る
確
立
は
５
〜
10
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。）
ま
た
発
病
し
て
も
す
ぐ

に
他
の
人
に
も
感
染
す
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
重
症
化
す
る
と
咳
や

痰
に
菌
が
混
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
菌
を
吸
い
込
ん
だ
方
が
感
染
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

結
核
の
症
状
（
主
に
肺
結
核
）

　

初
期
の
症
状
は
カ
ゼ
に
似
て
い
ま

す
が
、
主
な
症
状
と
し
て
は
、
２
週

間
以
上
長
引
く
咳
や
発
熱
、
痰
が
出

る
、
疲
れ
や
す
い
等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
早
め
に
受
診
を
し
て
、
症
状
の
悪

化
や
、
大
切
な
家
族
や
職
場
の
仲
間

等
へ
の
感
染
の
拡
大
を
予
防
す
る
事

が
大
切
で
す
。

高
齢
者
に
多
い
肺
結
核

　

国
内
で
は
平
成
19
年
の
新
規
登
録

患
者
の
う
ち
約
48
％
が
70
歳
以
上
の

方
で
、
紋
別
保
健
所
管
内
で
も
70
歳

以
上
の
方
が
目
立
ち
ま
す
。
な
ぜ
高

齢
者
の
方
に
多
い
の
か
と
い
う
と
、

若
い
頃
に
感
染
し
た
菌
が
長
年
体
の

中
で
眠
り
続
け
、
加
齢
と
と
も
に
抵

抗
力
が
低
下
し
て
、
菌
が
暴
れ
出
す

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
反
対
に
若

い
方
は
感
染
す
る
危
険
性
は
少
な
い

で
す
が
、
菌
に
対
す
る
免
疫
が
無
い

た
め
に
感
染
す
る
と
発
病
が
早
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
症

状
が
あ
る
時
に
は
早
期
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
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〜
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〜
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〜
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60
〜
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70
〜
（年齢）

50

60
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今
月
の
『
お
話　

あ
い
あ
い
』
は
、

０
・
１
歳
児
対
象
に
【
歯
の
大
切
さ

に
つ
い
て
】
の
お
話
で
す
。

　

食
べ
物
を
し
っ
か
り
噛
ん
で
、

お
い
し
く
食
べ
る
に
は
丈
夫
な
歯

が
大
切
!!
乳
歯
の
状
態
が
永
久
歯

お
話　

あ
い
あ
い

に
影
響
し
ま
す
。
生
え
始
め
の
手

入
れ
方
法
や
、
栄
養
と
の
関
係
に

つ
い
て
保
健
師
か
ら
お
話
を
聞
き

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

ま
す
。

■
日　

程　

６
月
17
日
（
水
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
参
加
さ
れ
る
方
は
15
日
ま
で
に
、

　

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
費　

用　

実
際
に
か
か
っ
た
費

　

用
を
参
加
者
で
割
り
ま
す
。

　

（
５
０
０
円
程
度
）

■
申
し
込
み　

６
月
23
日
ま
で
に

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

＊
雨
天
時
は
室
内
で
内
容
を
変
更

　

し
て
行
い
ま
す
が
、
持
ち
物
は

　

同
じ
で
す
。

●
２
回
目
【
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

　

音
楽
を
全
身
で
感
じ
た
り
、
親

子
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り･･･

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日　

程　

７
月
15
日
（
水
）　
　

　

９
時
45
分
〜
10
時
45
分

■
場　

所

　

佐
呂
間
保
育
所　

お
ゆ
う
ぎ
室

＊
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

時
間
ま
で
に
お
ゆ
う
ぎ
室
に
来

　

て
く
だ
さ
い
。

＊
保
育
所
に
通
所
し
て
い
る
子
ど

　

も
達
と
一
緒
に
見
ま
す
。

＊
〝
あ
い
あ
い
〞
は
開
放
し
て
い

　

ま
す
。
お
む
つ
交
換
や
授
乳
な

　

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
は
10
時
20
分
ま
で
に
〝
あ

　

い
あ
い
〞
に
来
て
く
だ
さ
い
。

こんな時はすぐ病院へ！


